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当センター事務所（写真右端の白い２階建ての建物）の
南隣りに整備された広大な「キセラ川西せせらぎ公園」



［　　　　　　　　　　　　　］

※ この198,000円は、総所得金額300万円×40％＝120万円の限度内です。

事
務
局
　の

　
　
　
職
員
紹
介

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
社
会
福
祉
へ

の
貢
献
、
教
育
ま
た
は
科
学
の
振

興
、
文
化
の
向
上
、
そ
の
他
公
益

の
増
進
に
著
し
く
寄
与
す
る
公
益

社
団
法
人
と
し
て
、
兵
庫
県
か
ら

所
得
税
お
よ
び
法
人
税
法
上
の「
特

定
公
益
増
進
法
人
」
の
認
定
を
受

け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
定
公
益
増
進
法
人
に
対

し
て
寄
附
を
さ
れ
る
と
、
下
図
に

と
お
り
、
所
得
税
な
ど
の
優
遇
措

置
を
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

寄
附
い
た
だ
き
ま
す
と
、
事
業
の

推
進
に
有
益
に
活
用
さ
れ
、
会
員

の
皆
さ
ん
が
、
生
き
が
い
と
誇
り

を
持
っ
て
働
く
こ
と
を
通
し
て
、

高
齢
者
が
心
豊
か
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
社
会
づ

く
り
に
、
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
と
ご

支
援
を
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

10
月
か
ら
セ
ン
タ
ー
で
お
世
話

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

主
に
家
事
援
助
を
担
当
し
て
ま

す
が
、
依
頼
の
あ
る
お
客
様
の
近

辺
の
会
員
さ
ん
の
情
報
な
ど
を
把

握
し
、
い
か
に
楽
し
ん
で
就
業
し

て
い
た
だ
け
る
か
、
悪
戦
苦
闘
の

毎
日
で
す
。

 

経
営
事
業
課
（
臨
時
職
員
）

　

家
事
援
助
担
当

　
　
　
　
　

田
村　

喜
代
子

　

早
く
仕
事
に
慣
れ
、
一
人
で
も

多
く
の
お
客
様
や
会
員
さ
ん
に
名

前
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、
ご
満
足

い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
事
が
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

公
益
法
人
の
活
動
を
支
え
て
い

く
た
め
に
は
、
寄
附
に
よ
る
支
援

が
必
要
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
ご

寄
附
さ
れ
る
時
は

　

ま
ず
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
を

特
定
公
益
増
進
法
人
へ
の
寄
附

は
税
法
上
、優
遇
さ
れ
ま
す

寄
附
金
は
心
豊
か
な

　
　

地
域
づ
く
り
に
活
用

セ
ン
タ
ー
事
業
の
推
進
に 

ご
支
援
く
だ
さ
い
!!

皆
さ
ん
か
ら
の
ご
寄
附
を 

お
待
ち
し
て
い
ま
す

「所得税」において、所得控除されます

当センター
への寄 附 所得金額 －（寄附額（注）－ 2,000円）　× 所得税率  ＝   税 額　

所得控除額

(注) 寄附額のうち、所得控除額は総所得金額等の40％相当額が限度

例えば
　年中の総所得金額（年金、給与、雑所得など）が300万円、寄附額が20万円の場合

20万円－2,000円＝ 198,000円 を、所得金額から差し引くことができます。

　

ご
寄
附
を
い
た
だ
け
る
場
合
は
、

ま
ず
当
セ
ン
タ
ー
の
事
務
局
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

直
接
お
伺
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☎
７
５
８

－

６
２
３
４

平成２９年１１月号（２）第１4１号



「個人情報」の取り扱いについて
　公益社団法人川西市シルバー人材センター（以下「センター」という。）は、「個人情報保護法」
に規定されている「個人情報取扱事業者」です。
　このため、入会の際、会員の皆さまからご提供いただいている個人情報の取り扱いにあたっては、
センターでは、個人情報保護方針に基づき「個人情報の保護に関する規程」等を定め、個人情
報の保護に関する法律、その他関係法令を遵守しながら保護に努めているところです。
　今号では、会員の皆さま方に、改めて、個人情報の利用目的などをお知らせいたします。

■個人情報の利用目的と利用範囲
・ センターへの会員入会手続き、及び会員名簿の作成のため。
・ 就業の案内、就業に関する連絡、及び契約締結に関する業務を行うため。
・ 労働者派遣事業または職業紹介事業における、仕事の案内、仕事に関する連絡及び契約締結
　等のため。
・ 就業に必要な知識及び技能の付与を目的とした、講習を行うため。
・ 就業を通じて、高齢者の生きがいの充実や社会参加の推進等を図るために、必要な事業を行
　うため。
・ 上記のほか、高齢者の多様な就業機会の確保、及び地域社会・企業等における高齢者の能力
　の活用を図るために、必要な事業を行うため。

■第三者提供について
　個人情報は、次の場合を除き、あらかじめ本人の同意を得ないで、開示または第三者に提供し
ません。 
　１．法令等に定めがある場合。
　２．人の生命、身体または財産の保護のために必要がある場合であって、本人の同意を得る
　　　ことが困難である場合。
　３．公衆衛生の向上または児童の健全な育成の推進のために特に必要がある場合であって、
　　　本人の同意を得ることが困難である場合。

　ただし、業務遂行のために、会員の個人情報を第三者に提供する場合があります。
　その場合の提供目的及び詳細は、以下のとおりです。

　１) 提供目的･･･就業紹介のため。契約締結・請求事務のため。地域班活動の連絡のため。
　　　　　　　　職群班等のグループ就業での連絡のため。 
　２) 提供する個人情報項目･･･氏名、性別、年齢、住所、電話番号、会員番号、資格、
　　　　　　　　　　　　　　職歴等　その他 
　３) 提供の手段･･･口頭 (電話など )、ファックス、電子メール、郵便　など 
　４) 当該情報の提供を受けるもの･･･会員への就業機会を提供するもの、地域世話人、職群班
　　　　　　　　　　　　　　　　等のグループ就業の構成会員

■個人情報の管理・開示・訂正等
　提供された個人情報は、個人情報保護法の趣旨の下、適切に管理いたします。
　また、本人からの文書による要請に対して、提供された個人情報の開示、登録内容の訂正を
行います。

■顧客の個人情報の保護
　会員は、就業上知りえた顧客の個人情報を、第三者に漏えいしてはなりません。

平成２９年１１月号（３）第１４１号



安
全
就
業

　

最
近
、
会
員
の
就
業
中
と
就
業
途

上
で
の
物
損
賠
償
事
故
と
傷
害
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。　

　

今
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
事
故

状
況
は
、
作
業
付
近
の
車
両
の
窓
ガ

ラ
ス
の
破
損
な
ど
の
物
損
賠
償
事
故

が
４
件
、
就
業
後
の
帰
宅
途
中
で
の

骨
折
の
傷
害
事
故
が
２
件
で
し
た
。

　

発
生
し
た
事
故
の
原
因
を
分
析
し

ま
す
と
、
加
齢
に
伴
う
体
力
と
反
射

神
経
の
衰
え
に
加
え
、
一
人
ひ
と
り

の
安
全
に
対
す
る
意
識
と
注
意
力
が

不
足
し
て
い
た
た
め
に
、
起
こ
る
べ

く
し
て
起
き
て
し
ま
っ
た
事
故
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

少
し
の
注
意
で
事
故
防
止

　

体
力
の
低
下
に
対
す
る
認
識
と
、

ほ
ん
の
少
し
の
注
意
で
、
防
げ
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
の

事
故
が
多
く
、
大
変
残
念
な
結
果
と

事故は 自信と慣れの落とし穴 毎日初心を忘れずに　（平成29年度　センター安全就業標語　優秀賞）

事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す

な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
安
全
就
業
を

強
化
す
る
た
め
、
会
員
へ
注
意
を
喚

起
す
る
チ
ラ
シ
の
配
布
、
就
業
現
場

へ
の
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
、
安

全
講
習
会
の
開
催
、
標
語
の
募
集
・

掲
示
な
ど
、事
故
の
防
止
に
向
け
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
セ
ン
タ
ー
安
全
就
業
基

準
」を
定
め
て
お
り
、
こ
の
な
か
で
、

10
項
目
の「
安
全
心
得
」を
掲
げ
て
い

ま
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ま
一
人
ひ
と
り
が
、

『
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る 

』
を

合
言
葉
に
し
て
、
改
め
て
、
左
の「
安

全
心
得
10
カ
条
」
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

  

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

　

７
月
12
日
、
安
全
委
員
会
に
よ
る

「
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
市
内
４
カ
所

で
実
施
し
、
安
全
就
業
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

  

救
命
救
急
講
習
会

　

10
月
４
日
、
市
消
防
本
部
主
催
の

「
普
通
救
命
講
習
会
」
で
、
会
員
21
名

が
熱
心
に
受
講
し
ま
し
た
。

『安全はすべてに優先 !! 』です

安全心得１０カ条
みんなで

守ろう！

《センター会員の「安全就業基準」第３条より》

❶ 作業は、安全を第一に心がけ、急いだり、あわてた
りしないこと。

❷ 器具類は、使用する前に、必ず点検すること。
❸ 服装・履物は、作業にあった働きやすいものにする
こと。

❹ 作業前には、軽い柔軟体操をして、体をほぐすこと。
❺ 加齢による諸機能の低下を十分に認識し、無理をし
ないこと。

❻ 作業現場は、常に整理整頓に心がけること。
❼ 共同作業では、合図・連絡を正確に行うこと。
❽ 酒気を帯びての就業は、絶対に行わないこと。
❾ 健康には常に注意し、健康な状態で就業すること。
10 仕事の前日は、十分に睡眠をとるよう心がけること。

平成２９年１１月号（４）第１４１号



平成２９年１１月号（５）第１４１号

”

“

”

“
❷

生
き
活
き  

健 

幸

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、

川
西
市
健
康
福
祉
部
健
幸
政
策
室

（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）と
の
連
携

記
事
で
す
。



アステホールでの会場設営
　講演会や研修会、コンサートなどの多彩な
催しのため、舞台や会場を美しく設営します。

ＪＲ北伊丹駅前駐輪場での自転車整理
　センターの会員は、市内での駅周辺の美観
づくりにも、貢献しています。

◎ 

受
注
件
数
は
、右
肩
上
が
り
で
順
調
に
伸
び
て

き
ま
し
た
が
、
近
年
は
経
済
状
況
の
停
滞
等
に

よ
り
、
や
や
鈍
化
傾
向
に
あ
り
ま
す
。今
後
も

経
済
の
動
向
は
不
透
明
感
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
な
受
注
の
確
保
は
、
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

◎ 

セ
ン
タ
ー
の
継
続
的
発
展
に
は
、
会
員
の「
就

業
率
」
の
向
上
に
取
り
組
み
、
公
平
・
適
正
な

就
業
の
機
会
を
提
供
す
る
セ
ン
タ
ー
運
営
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎ 

住
宅
都
市
の
川
西
市
は
、
も
と
も
と
、
市
内
に

事
業
所
、
特
に
大
手
企
業
が
少
な
く
、
新
た
な

就
業
先
を
開
拓
す
る
の
が
困
難
な
現
状
に
あ

り
ま
す
。

中期計画
　チャレンジ
　　  ＆ トライ

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、近
年
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
ま
く

社
会
環
境
の
変
化
等
に
的
確
に
対

応
し
て
い
く
た
め
、平
成
29
年
度
か

ら
33
年
度
の
５
年
間
の
事
業
展
開

の
指
針
と
な
る「
中
期
計
画
〜
生

き
活
き
セ
ン
タ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
〜
」を

策
定
し
ま
し
た
。同
計
画
に
は
、セ
ン
タ
ー
の
運

営
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
た

め
の
６
項
目
の
達
成
す
べ
き
目
標
と
実
現
方
策

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、シ
リ
ー
ズ
②
と
し
て
、「
就
業
機

会
の
開
拓
と
拡
充
」を
掲
載
し
ま
す
。

② 

就
業
機
会
の
開
拓
と
拡
充

■ 

現
状
と
課
題

■ 

具
体
的
な
取
り
組
み

◎ 

国
や
市
か
ら
運
営
費
へ
の
補
助
金
が
交
付
さ

れ
て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
民
間

事
業
者
の
経
営
に
対
す
る
配
慮
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

◎ 

キ
セ
ラ
川
西
（
中
央
北
地
区
）
の
整
備
に
伴
う

セ
ン
タ
ー
事
務
所
の
移
転
に
よ
り
、
自
転
車
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
な
ど
が
廃
止
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
新
た
な「
独
自
事
業
」に
取
り
組
む
た
め

の
企
画
提
案
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

● 

事
務
局
職
員
が
率
先
し
て
就
業
開
拓
に
努
め

る
の
は
も
と
よ
り
、
会
員
の
協
力
に
よ
る
就
業

開
拓
活
動
の
導
入
（「
就
業
開
拓
サ
ポ
ー
タ
ー
」

の
配
置
）を
検
討
し
ま
す
。

● 

新
規
会
員
、特
に
女
性
の
入
会
を
増
や
す
た
め
、

新
た
な
職
域
の
開
拓
に
向
け
て
、
先
進
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
状
況
を
、
調
査
・
検
討
し
ま

す
。

● 

市
の
関
係
所
管
、公
営
企
業
、外
郭
団
体
、第
三

セ
ク
タ
ー
等
と
の
連
携
強
化
を
一
層
推
進
し
、

「
公
共
等
」
関
係
の
就
業
機
会
の
拡
大
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

● 

公
益
社
団
法
人
兵
庫
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
協
会
が
実
施
す
る
、
一
般
労
働
者
派
遣
事

業
と
有
料
職
業
紹
介
事
業
の
実
施
事
業
所
と

し
て
、
高
齢
者
の
就
業
に
適
し
た
臨
時
的
か
つ

短
期
的
、
ま
た
は
、
そ
の
他
の
軽
易
な
業
務
に

係
る
雇
用
を
希
望
す
る
高
齢
者
に
対
す
る
「
シ

ル
バ
ー
派
遣
事
業
」の
拡
充
に
取
り
組
み
ま
す
。

● 

リ
ピ
ー
ト
発
注
者
の
継
続
確
保
の
方
策
と
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
を
検
討
し
ま
す
。

がんばってます！！がんばってます！！ ・・・・・職場訪問・・・・・職場訪問

平成２９年１１月号（６）第１４１号



当センター代表で表彰される高橋さち子さん
（写真中央）

洋裁同好会の皆さんと雪岡理事長ら（ホワイエで）

県
事
業
推
進
大
会
が
盛
大
に
開
催

　
10
月
19
日（
木
）、
神
戸
市
の
松
方

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
事
業
の
理
念
を
、
広
く
県
民

に
浸
透
さ
せ
る
と
と
も
に
、
会
員
の

参
画
意
識
を
高
め
、
事
業
の
発
展
拡

充
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
、

兵
庫
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

協
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
当
日
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
セ
ン

タ
ー
事
業
に
多
大
に
貢
献
さ
れ
て

い
る
役
員
や
会
員
等
へ
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
次
の

12
名
の
会
員
が
、
会
長
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
会
員
15
年
表
彰
】

　
岡
崎
　
慎
一
郎
　
　（
加
茂
班
）

　
浜
崎
　
五
十
鈴
　（
桜
が
丘
班
）

　
廣
江
　
洋
次
郎
　
　（
多
田
班
）

洋
裁
同
好
会
が
出
展

12
名
の
会
員
が
会
長
表
彰
を
受
賞

　
松
本
　
ト
ヨ
子
　
　（
加
茂
班
）

　
岡
本
　
龍
治
　
　
　（
緑
台
班
）

　
高
橋
　
さ
ち
子
　
　（
北
陵
班
）

　
西
　
　
久
夫
　
　
　（
緑
台
班
）

　
布
施
　
ア
ヤ
子
　（
牧
の
台
班
）

　
里
内
　
吾
一
　
　   

（
川
西
班
）

　
北
野
　
安
喜   

　（
川
西
北
班
）

　
岸
　
　
栄
一
　
　
　（
久
代
班
）

　
赤
松
　
優
雄
　
　（
牧
の
台
班
）

（
会
員
番
号
順
・
敬
称
略
）

　
ま
た
、
県
内
の
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

「
安
全
就
業
ス
ロ
ー
ガ
ン
」と
、
長
期

間
無
事
故
を
続
け
て
い
る
セ
ン

タ
ー
に
対
す
る
安
全
「
事
故
ゼ
ロ
運

動
」の
表
彰
な
ど
の
ほ
か
、『
安
全
宣

言
』も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
安
全
宣
言
は
、次
の
と
お
り
。

　
松
方
ホ
ー
ル
の
ホ
ワ
イ
エ
で
は
、

県
内
の
主
な
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
展

示
・
即
売
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、「
洋
裁
同

好
会
」（
代
表
＝
池
松
洋
子
会
員
）の

皆
さ
ん
が
参
加
し
、
会
員
手
づ
く
り

の
手
提
バ
ッ
ク
や
エ
プ
ロ
ン
、
小
物

な
ど
を
出
展
し
、
好
評
を
得
て
い
ま

し
た
。

　
ま
た
、
同
好
会
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
も
、
出
品
物
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

質
問
さ
れ
た
り
、
購
入
い
た
だ
い
た

り
な
ど
、
日
ご
ろ
の
活
動
の
成
果
を

感
じ
ら
れ
る
良
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。

『おかしいな』 気付いた時に 再確認　（平成29年度　センター安全就業標語　優秀賞）

安
全
宣
言

１
会
員
自
ら
が
事
故
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
必
要
な
知
識
・

技
能
を
身
に
つ
け
、
絶
え
ず

自
己
啓
発
を
行
え
る
環
境
を

整
備
す
る
。

２
会
員
の
就
業
場
所
を
巡
回

し
、
不
安
全
行
動
を
根
絶
す

る
。

３
重
大
な
事
故
に
結
び
付
く
恐

れ
の
あ
る
作
業
は
、
セ
ン

タ
ー
の
責
任
に
お
い
て
受
注

し
な
い
。

センターだより　かわにし 平成２９年 1１月号（７）第１４１号



講
習
会
の
ご
案
内

▼
健
康
づ
く
り

日
　
時

場
　
所

内
　
容

定
　
員

１
月
22
日（
月
）

14
時
〜
16
時

川
西
市
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
教
育
室

保
健
セ
ン
タ
ー
の
理
学
療
法

士
等
に
よ
る

『
転
倒
予
防
講
習
会
』

先
着
30
名

▼
育
児
支
援

日
　
時

場
　
所

講
　
師

内
　
容

定
　
員

１
月
26
日（
金
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

川
西
市
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
教
育
室

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ

方
と
着
替
え
の
仕
方
な
ど

先
着
15
名

日
　
時

場
　
所

2
月
23
日（
金
）

14
時
〜

当
セ
ン
タ
ー
２
階 

研
修
室

▼
交
通
安
全

日
　
時

場
　
所

講
　
師

内
　
容

定
　
員

2
月
19
日（
月
）

14
時
〜
16
時

当
セ
ン
タ
ー
２
階 

研
修
室

川
西
警
察
署
員

最
近
の
交
通
事
故
情
報

先
着
20
名

講
　
師

内
　
容

定
　
員

西　

久
夫
氏

松
の
剪
定
実
習

先
着
20
名

▼
植
木
剪
定

日
　
時

場
　
所

3
月
22
日（
木
）

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

※

雨
天
中
止

湯
山
台
運
動
公
園

▼
料
理

日
　
時

場
　
所

講
　
師

内
　
容

定
　
員

材
料
費

12
月
13
日（
水
）

10
時
〜
13
時
30
分

川
西
市
保
健
セ
ン
タ
ー

栄
養
指
導
室

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

管
理
栄
養
士

調
理
実
習

　

〜
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
〜

先
着
16
名

７
０
０
円（

申
し
込
み
時
、徴
収
）

申
し
込
み
は

い
ず
れ
も
11
月
27
日（
月
）か
ら

セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ

☎（
758
）６
２
３
４

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
就
業
相
談
会

　

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。就
業
に

つ
い
て
の
希
望
な
ど
を
お
聞
き
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

参
加
希
望
者
は
、

２
月
16
日(
金)

ま
で
に

セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ

☎（
758
）６
２
３
４

●
私
の
ふ
る
さ
と　

懐
か
し
い
郷

里
の
思
い
出
、
美
し
い
風
景
、
変

わ
っ
た
風
習
、
美
味
し
い
郷
土
料

理
の
こ
と
な
ど
、
何
で
も
結
構
で

す
。郷
里
の
地
名
を
明
記
し
、
600

〜
800
字
で
。で
き
れ
ば
写
真
つ
き
。

●
私
の
健
康
法　

日
ご
ろ
か
ら
取

り
組
ん
で
い
る
健
康
づ
く
り
や

食
生
活
な
ど
を
400
〜
600
字
で
。で

き
れ
ば
写
真
つ
き
。

●
思
い
出
の
旅　

国
内
・
海
外
旅

行
は
問
い
ま
せ
ん
。旅
行
案
内
で

は
な
く
、
思
い
出
や
感
想
を
600
〜

800
字
で
。写
真
つ
き
。

●
写
真　
「
孫
と
私
」、「
ほ
の
ぼ
の

家
族
」、「
私
の
結
婚
式
」、「
懐
か

し
い
新
婚
旅
行
」、「
我
が
家
の

ペ
ッ
ト
」、「
思
い
出
の
景
色
」、

「
自
慢
の
写
真
」な
ど
、
テ
ー
マ
は

自
由
で
す
。簡
単
な
説
明
文
も
。

◆
応
募
は
、
事
務
局
に
持
参
か
、
郵

送
で
お
願
い
し
ま
す
。　
　

（
担
当
＝
村
山
）

「
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」へ
の

原
稿
や
写
真
を
募
集
し
ま
す

センターだより　かわにし 平成２９年 11月号（８）第１４1号
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